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KEYWORD： 私たちに出来ること



治水と環境の両立 兵庫県豊岡市円山川水系
自然再生事業によって創出された生息地奇跡

1万分の１の確率 “わたしたちが出来る” どころではない

一級河川 109水系 災害発生と
激特事業 １水系／年 自然再生

事業 １０％ 実効性の
ある計画 １０％

愛知目標 劣化した生態系の１５％を回復？無理かな？



COP10生物多様性、目標達成できず 2020年9月

きっと、
いくつも
理由が
あるはず？



私たちにできることが、
整理されていないのではないか？



ずっと文字が灰色
クリックしても反応なし

コンテンツがNONE

COP10の直前



無ければ体系をつくりだせばいい

難しい内容でも、誰もが取組み
やすくなる“適正技術化”の実践学が

なかったのではないか？

私の問題提示

次期生物多様性国家戦略の課題に！



オオサンショウウオの階段づくり
（兵庫県三田市・武庫川水系）

アメマスがのぼる簡易魚道（美幌町）

カエルのスロープ（美作市）

小さな自然再生の登場：私たちにできることをつくる！

川への落葉滞留
（京都府・美山川）



小さな自然再生とは？

• 自分たちで調達できる予算の範囲
• 計画や作業に様々な人が参画できる
• 手直しや撤去がすみやかにできる

３つの基本要件

秋田県庁チームは
DIY自然再生を全集中の呼吸で！

道の駅の裏に設置



豊岡市の小さな流域での小さな自然再生の取り組み

ラムサール登録湿地として指定され、村がにぎわう

豊岡市田結地区

湿地でのカエル用
水たまりづくり(ENEOS自然学校)

コウノトリの飛来のほか、絶滅危惧種の植物や昆虫が多数生息



小さな自然再生で耕作放棄地を生かす

簡易水制とすみかづくり
（ホタル・ドジョウ・ゲンゴロウ） 田んぼに洪水をいれる



湿地を遊水池として利用することで、
治水への効果を計算する（徳島大学今井洋太氏らとの共同研究）

～おいでコウノトリくるな土砂災害PJ～

ココから
越水させる

洪水のときに田んぼへと水をためる、湿地を涵養する

ドローンで測量し、氾濫シミュレーション



洪水のピークカット効果は大きい、副次的効果も
治水への効果を計算する（徳島大学今井氏らの研究）

洪水ピークの約２２％をカット（推定値）

耕作放棄地の維持

畔の設置による水路化の抑制
国際ボランティア学生協会 (IVUSA)

今井・三橋他（2020）JSCE 65, Ⅰ_793-798



小さな自然再生サミット＠神戸２０１９

全国ネットワーク組織ができる

水辺の小さな自然再生事例集 第２集

事務局：一社）日本河川・流域ネットワーク＆リバーフロント整備センター

自然再生分野の探偵ナイトスクープをめざす



• どこで何を
• どのように（小さな自然再生）
• どう続けてゆくのか

生物多様性の保全と再生
KEYWORD： 私たちに出来ること



生物多様性の保全と再生を戦略的に進める

適切な視点で、適切な場所を選び、適切に措置し、維持管理する

“私たちができること” を体系化し創出する

生物多様性情報 解析と評価

小さな
自然再生

対策の実践 ガバナンス

研究者
市民科学者・高校生

環境アセス

オープンな
データ

緩やかな
保護区

調理する材料を揃える 実行する 管理する



オープンなデータ ～すでに個々の整備は進展中～

オープンなデータ

GBIF（地球規模生物多様性情報機構）上で利用可能なデータ 約1.7億件（2021/2/25現在）

JBIF&GBIF
生物多様性センター

いきものログ 環境アセスメントDB

博物館や自治体

個人が登録可



いきものログ

環境アセスDB

自治体や他省庁

研究者のHP
自然愛好家HP

情報統合が課題 ～共通ルールと条件が整えば協働はすすむ～

博物館
大学等

標本情報
文献情報GBIF

統合検索
旅行サイトのように

一般・研究者
自然愛好家

複数のサイトを横断検索

データの
仮想統合

索引

ルールのもとで
登録

生物多様性センター
いきものログ AI

索引

索引

索引

索引



地域の維持管理の課題
緩やかな保護区 ～OECMに注目～

市域の５０％ぐらいが
保護区＆OECM候補かも？

⇒ 移住移転の目安になるかも



OECMとは？ Other Effective Conservation Measures

植物園や都市公園

生物多様性の保全を第一目的としないが一定の貢献を
果たしているエリア （COP10 2010年直後から国際的に検討開始）

・保全が一次目的で既存保護区に含まれない（重要湿地500、民間保護区、トラスト等）
・保全が一次目的ではないが貢献が大きい （植物園、社寺、遊水池や有機農法の水田等）
・保全を意図しないが結果として貢献が大きい （自衛隊演習地や沈没船など）

寺社仏閣

生物多様性の国内・国際認証！

IUCNガイドライン

里山地域



自治会が管理する小さなバイカモ水路

人気の高い寺院
一軒家レストラン
アマゴの里などと隣接

地域自治の一環として、自治振興会が運営管理している

市役所 ⇒ 地域自治のまちづくり交付金（自治振興会）
地域共有地での観光を対象とした駐車場収入

こうした地域自治による活動
を公に認証できないか？



丹波地域の取り組み（自治振興会ベース）

耕作放棄地の活用と
ホトケドジョウの生息地保全 クリンソウの保全とツーリズム

新設ミュージアムに隣接した里山林整備 セツブンソウ祭りと生息地保全

保全の単目的だけでは
すそ野は広がらない

活動はオープンな
データを生む

活動は交流を促す



「小規模多機能な小さな拠点」によるシナジー効果の発揮
～色んな人が関われる広い間口＆たくさんの間口～

新設ミュージアムに
隣接した里山林整備野外キノコ観察会 高校生による展示会

マルシェ＆カフェ

水分れ茶屋

↑神社
←公園

↓博物館 自己発信や価値共有ができる場
多様な主体が参画と協働できる交流
の拠点づくり（地域の協力）

ミュージアムや社会教育施設の出番3月末Reオープン

六甲山 神戸市東灘区公民館 丹波市水分れFiMus

丹波市水分れFiMus



まとめ： ミュージアムなら３つの要素をキュレーションできる

• 誰もが取り組むことが出来る小さな技術を開発普及して
保全や自然再生のメニューを増やすこと

→ 「見える化」から「出来る化」への転換

• 個別分散のデータから生物多様性の知の集積へ
→ 生物多様性版DX（生物多様性情報の社会インフラ化）
→ AIは未来の学芸員になる可能性がある

• 小規模多機能で複合効果のあるエリアマネジメント
→ OECM：緩やかな環境自治の意義づけ
→ 広域でもローカルでも多様な興味で繋がれる仕組み

ミュージアム（博物館、ビジターセンター、動植物園）と共創しよう

オープンなデータと小さな自然再生と緩やかな保護区



私が思う、実践可能な trans-formative changeの一歩

トノサマガエルを
守りたいな？

データは？

方法は？

エリア管理は？
多様な主体が
同時多発的に
自然再生

データ不足だよ～

とりあえず
足しとくね

AI
観察会
ナッジ

経験の形成
ユースの参加
ナッジ

カフェ＆
マルシェ

ユースの参加
展示技術
ツーリズム

オープンなデータ

緩やかな保護区

小さな自然再生

協力しますよ
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